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2 Ha －6 編み模様のテクスチャ特徴と美しさ
○岩佐美代子　　 山田純子　　 森俊夫

(岐阜女大)

被　　服

目的　模様の美しさは形やテクスチヤなどの組み合わせによる部分と部分、部分と全体

との関係の中で美の構造をもつことにある。視覚対象のテクスチヤ模様が複雑になるとそ

こに存在する視覚情報の重要性や美的価値は一様でなくなり、人の関心によっても異なっ
てくる。本研究では画像解析により編み模様のテクスチヤ特徴量を計測し、模様の一様性、

複雑性、情報量などの視覚特徴についで美しさなどの官能量との関係から検討する。

方法　試料は毛70％、ポリエステル30％の毛糸（6 番手）を使用し、コンピュータ手編
み機を用いて12種類の模様をいずれも95日、96段で作成した。画像処理装置（PIAS-525 ）

を用いて試料の反射光画像を真上からＣＣＤカメラにより撮影した。テクスチヤ解析では

同時生起行列の特徴量である角二次モーメント（ＡＳＭ）、相関（ＣＯＲ）、コントラス

ト（ＣＯＮ）、エントロピー（ＥＮＴ）およびフラクタル次元（Ｄ）を算出した。テクス
チヤ模様の「美しさ」、「好み」、「複雑性」に関する官能検査を５段階評価で行った。

結果　テクスチヤ特徴量は画素間距離に対して周期的な変化を示す傾向が見られたが、

このような周期性はコース、ヴェール、バイヤス方向では異なった変化を示した。「美し

さ」はＤ、ENT 、ＣＯＮやASM との相関がみられ、「好み」や「複雑性」とも関係し
た。「好み」はＤやＣＯＲと「複雑性」はＥＮＴやＣＯＮと相関がみられた。テクスチ ヤ

模様の情報量が多く局所的変化が大きい編地ほど複雑で美しいと判断された。テクスチ ヤ

特徴量は視覚上のまとまりや変化などの外観特性を評価するパラメータとして有効である
だけでなく、造形的な美しさや好みなどの感性的特性とも深く関係すると考えられた。

2 Ha －7 チェック柄のストライプ幅と色に対するイメージ評価

○朴　美愛　　成瀬信子（文化女子大）

目的 チェック柄の色と柄のデザインによってイメージがどのように違うかを官能倹査を中心とし

て調べる。今回は色の配置とチェック柄の分#1が肩卜 であるが、デザインの方向を変えた場合の評f西

内容を比較険討した。

方 去 諭 料はチェック幅を黄金分害1此(1.2  cm, 1.9 cm, 3.1cm) の3 段階とし、青、赤、黄系

で、一つのチェック内では同色系の濃・中・淡色を組み合わせた。チェック柄の基村 真成は阪ﾄｰで方

向だけを変えた場合を3 組製作し、合計6 枚を比較検討した。SD 法に用いた項目は色に関する19 項

目でこれらを類似な項目にめﾚｰ ﾌﾞわけをして、色とデザイン1こ対する剛 配)差を検討した。

結果 １， 明るさ、濃さなど単純な項剛こﾇ寸してはデザインの差が見られていないが、装飾|生、

渋さなどの比較的総合的な項目では色系およびデザインによる差が見られた。2. 青系の場合、同

一の相対明度と4日ﾇﾎ 彩゚度の試糾ではチェック楡り基本構成が小さい方が大きいam より}推 吐 感じる

傾向が見られた。しかし、明るさに対する項目ではチェック柄の基本構成が大きい方が小さい試叫よ

り明るいと訊iiiiしている。3. 赤系の場合、よこのストライプ幅が等r同m でたてのストライプの幅

が変化ある時より、これらの方向を変えた試料、即ちたてのストライプが等瞑頚でよこのストライプ

の幅が変化した場合が装蜘生が大きいと評価している。4. 装餉牲と渋さの項目に対しては、青系

ぼ 黄くても装飾的であると評fiしているが、赤、黄系は装飾的であり渋くないと評価していることが

わかる。
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